
　川崎町デイサービスセンターでは、感謝の気持ちを込めた手作
り弁当で敬老を祝いました。皆さんの素敵な笑顔に私たちが励ま
されています。これからも色んなお話を聞かせてください。

地域サロン活動紹介の休載について
　社協だよりでは町内で活動を行っているサロンを紹介していますが、
新型コロナウイルスの感染拡大防止策としてサロン活動が中止となって
おりますので、休載いたします。

　ひとり暮らしの高齢者を対象としたお茶っ
こ飲み会ですが、新型コロナウイルス感染予
防の観点から、10月6日（水）予定のお茶っこ
飲み会は、残念ですが中止いたします。

　新型コロナウイルス感染症の影響によって失業したり仕事
が減ったことで収入が減少し、その収入減少が長期にわたる
ことで日常生活の維持が困難な方に、生活再建までの一定期
間、特例貸付を実施します。（令和3年11月末まで）

●お困りの方は下記までご相談ください。

川崎町社会福祉協議会  TEL.85-1222
お問い合わせ 受付時間 9：00～16：00(平日のみ)

新型コロナウイルスによる影響に伴う
収入減少により、生活資金にお困りの方へ

※予約にて窓口対応しております

緊急小口資金及び総合支援資金の貸付を受け付けております

ボランティア友の会の
お茶っこ飲み会中止

のお知らせ

　11月以降のお茶っこ飲み会につきましては、
今後の感染状況をみながら判断していきます。
ご理解とご協力をお願いいたします。

敬老お祝い

川崎町社会福祉協議会

TEL  0224－85－1222　 FAX  0224－85－1224
 E-mail  kawasakit-shakyo@io.ocn.ne.jp
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さっそく採れたて野菜をいただきましょう

4～ 月6

きゅうり・ジャガイモの収穫

種まき 苗植え

7～ 月8

毎年デイサービスセンター目の前にある畑で野菜を作っています。利用者の方々も野菜作りを
楽しみにされていて、畑の土起こしから種まき、苗植え、収穫を行い、最後にみんなでおいしく
いただます。

この他にも、採れたてじゃがいものフライド
ポテトや、秘伝ミニトマトのはちみつ漬け、

日よけきゅうりの漬け物、伝説の大玉スイカ
など、丹精込めて作ったデイサービス産

野菜をみんなでいただきました。

本日のデザートは
ずんだプリンです

デイサービス農園、今年も大成功！！

今年は豊作の年となりました
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理事１０名・監事２名

評議員２５名

■

■

■

■

会　　長　丹野　誠一

副　会　長　石川　憲夫

副　会　長　河野　光一

理　　事　菅原　邦子

■

■

■

■

理　　事　眞幡　善次

理　　事　尾形　喜一

理　　事　遠藤　勝江

理　　事　佐藤　和彦

■

■

■

■

理　　事　追木　三郎

理　　事　村上　透

監　　事　近藤　文隆

監　　事　的場　勇一

■

■

■

■

■

齋藤　勝廣

大宮　和則

近江　正人

及川　博昭

大宮　喜久江

■

■

■

■

■

福島　幸一

原　玖二陽

渡邊　長四郎

丹野　熊雄

佐々木　英俊

■

■

■

■岡崎　正光

■

鈴木　雄一

宍戸　善夫

菅野　節男

峯尾　幸一

■

■

■

■

■

佐藤　貞二

藤原　正志

北　きな子

佐藤　公一

大宮　みつ子

■

■

■

■

■

相原　良二

沼田　克己

永澤　範郎

佐藤　義明

神崎　忠雄

役員の任期満了に伴い、当会の理事１０名、監事２名及び評議員２5名が改選されました。

今回退任された役員の皆さんには長年にわたり、

社会活動に尽力を賜り感謝申し上げます。大変ありがとうございました。

前　理　事 小原　迪様 佐藤　健様

前　監　事 宮崎　功様

前評議員 武井　勝治様

大松　一男様

佐藤　恒一様

石川　憲夫様

佐藤　隆彦様

櫻䑓　清志様

（敬称略） 任期 令和３年６月２２日～令和５年６月

（敬称略） 任期 令和３年６月２２日～令和７年６月

　久しぶりの再会を皆様心待ちにされて
いたようです。
　感染対策をしっかり行いながら、楽しい
ひと時を過ごしていただきました。

　新型コロナウイルスの収束が未だ見え
ない状況であり、今後も感染状況を見なが
らの開催となりますが、思いはひとつです！

　みなさんの願い、叶いますように。

コロナウイルスの1日も早い収束を
短冊に込めて

コロナウイルスの1日も早い収束を
短冊に込めて

3か月
ぶりの

お茶っこ飲み会
開催となりました

月7 日7
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赤い羽根共同募金運動が
10月1日スタートします！

令和2年度 「赤い羽根運動募金」 の実績報告

　今年も10月1日から「赤い羽根共同募金運動」が全国一斉に展開されます。
　赤い羽根募金は、地域の福祉活動や、福祉施設、福祉団体、ボランティア活動充実のための支援
や、大規模災害時の活動支援などに配分され大切に使われております。今年も皆さんの温かいご協
力をお願いいたします。

　令和3年7月及び8月の大雨によって、静岡県、青
森県、島根県、福岡県、佐賀県、長崎県、広島県、長野
県において記録的な大雨となり、人的被害をはじ
め、河川の堤防決壊等による洪水や土砂崩れ等の災
害が発生しました。
　この災害により亡くなられた方のご冥福を祈ると
ともに、被災された皆様に心よりお
見舞い申し上げます。
　義援金の受付を行っております。
皆様のご協力をお願いいたします。

1． 一般募金・・・・・・・・・・1,348,400円
2． 職域・団体募金・・・・・・・・20,223円
3． 学校募金・・・・・・・・・・・・・・24,143円
4． その他募金・・・・・・・・・・・・62,804円

　令和２年度の募金は、全額宮城県共同募金会
へ送金し、令和３年度の事業として県内全体及び
社会福祉協議会等へ配分し、活用されています。

●赤い羽根募金総額…1,455,570円

内
　
訳

●歳末たすけあい募金総額…75,000円

　在宅福祉サービス事業として（子ども見守り事
業、災害時対策事業など）

●社会福祉協議会………815,080円 ●歳末たすけあい配分金……75,000円

内
訳
1． 篤志募金・・・・・・・・・・・・・・・・・・55,000円
2． 個人募金・・・・・・・・・・・・・・・・・・20,000円

　地域福祉事業として（高齢者福祉事業、障
がい児・者福祉事業、ボランティア活動育成
事業、福祉団体育成事業など）

令和3年
大雨災害義援金を
受付しております

川崎町共同募金委員会より

川崎町共同募金委員会事務局
(川崎町社会福祉協議会内)

TEL 85-1222

義援金受付及びお問い合わせ先

七夕飾り作り
柴田農林高等学校川崎校

　今年も柴田農林高等学校川崎校ボランティア部のみなさんに、
七夕飾り（吹き流し）を作成していただきました。デイサービス利
用者の方々と直接ふれあう交流は難しいですが、心の交流は続い
ています。ボランティア部のみなさん、ありがとうございました。

災害時に必要な備品について、ビンゴゲームを通じて
学びます。●防災ビンゴゲーム

地域の中で要援護者等の有無や危険箇所の確認、避
難所までのルートなど、実際の地図に書き込み、マッ
プを作成します。

●防災福祉マップ作り

避難した時に限られた材料を活用した、避難所生活の
方法を体験します。●避難所体験

限られた食材や調理方法で作る料理を体験します。●サバイバル飯作り

断水時等に役立つ災害時の調理方法を学びます。●防災クッキング

長期保存可能な食べ物や、水さえあれば食べることが
できる非常食試食体験を行います。●非常食試食体験

仮想の町を想定し、災害発生時にどのように対応してい
くのかグループワークを行いながら学びます。●バーチャルマップ体験

防
災
・
ふ
く
し
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
例

この他にも、避難体験談などできることが
ありますので、気軽にお問い合せ下さい。

設定したコースを車いすを操作して進む体験。腕だけ
で移動することの大変さを学びます。●車椅子体験

利き手を使わないことで、普段意識せずにできている
ことが難しくなることを学びます。●非利き手体験

アイマスクを着用し、杖を使って設定したコースを歩
く体験を行います。●白杖体験

キーワードやヒントだけで目の不自由な方にしっかり
伝わるか体験します。●情報障がい体験

アイマスクを着用した状態で歩き、指定した位置で停
止できるかを体験します。●距離感覚体験
目は見えなくても、点字を使えば字を読むことができ
る体験を行います。●点字体験

キ
ャ
ッ
プ
ハ
ン
デ
ィ
体
験
の
例

身近な場所や写真から、危険を予知・回避する方法を
考えます。●KYT訓練

（危険予知トレーニング）

　当会では、障がいを持ちながら生活する方の感覚や体の状態について、疑似体験を通じて理解して
いくキャップハンディ体験や、近年増加している災害への備えや心構えについて学びあう防災・ふくし
教育プログラムを町内の学校や地域で実施しています。

白杖体験

バーチャルマップ体
験
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